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浦ノ内湾におけるアサリ浮遊幼生の出現状況（平成 18・19 年度） 

 

増養殖環境課 田井野清也・上野幸徳・安藤裕章・林芳弘・大河俊之 

１ 目的 

浮遊幼生期を持つベントス類の生態研究を進めるにあたり、最も重要視されるのは浮遊幼生

期の動態とそれに続く底棲期への移行期であると言われている 1)。また、アサリ不漁の原因を

考えるうえで浮遊幼生の出現に関する情報は極めて重要であることから、平成 15(2003)年 6 月

から調査を継続している。ここでは平成 18(2006)年 4～12 月、平成 19(2007)年 11～12 月の結

果を報告し、浮遊幼生加入状況について考察した。 

 

２ 材料と方法 

平成 18(2006)年４～12 月、平成 19(2007)年 11～12 月に浦ノ内湾内のアサリ漁場の中心付近

に位置する St.３と St.４で調査を行った（図１）。平成 18 年度までの調査で秋に浮遊幼生の出

現ピークがあることが明らかとなったために、平成 19 年度は秋の出現ピーク時のみを調査した。

各地点において毎月２回小潮時に水深５m 層から水中ポンプにより海水を 200 L 揚水し、45μm

目合いのプランクトンネットを用いて浮遊幼生試料を採取した。調査の終了は、12 月に水温が

20℃を下回った時点とした。試料は冷蔵しながら実験室に持ち帰り、直ちに 15mL 程度にろ過濃

縮し、検鏡時まで冷凍保存した。浮遊幼生の計数は、モノクローナル抗体を用いた間接蛍光抗

体法 2-4)と形態法によって行い、アサリ幼生と全ての二枚貝幼生の出現数を落射型蛍光顕微鏡下

で弱い透過光を入れた状態で観察し、計数した。なお、調査時には各地点で採水層と表層の水

温と塩分を測定した。 

 

 

図１ 調査地点 

平成 17 年６月以降は St.３、St.４で調査を実施している。なお、平成

15 年６月～平成 17 年５月にかけては St.１～６で調査を実施した。 
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３ 結果と考察 

（１）調査地点の水温・塩分 

調査地点の採水層の水温は平成 18 年４～12 月にかけては 16.5～29.7℃の間を、平成 19 年

11～12 月にかけては 17.4～21.8℃の間を推移した。塩分は平成 18 年４～12 月にかけては 27.1

～33.0 の間を、平成 19 年 11～12 月にかけては 32.8～33.6 の間を推移した。 

表層では、水温は平成 18 年４～12 月にかけては 17.1～31.2℃の間を、平成 19 年 11～12 月

にかけては 17.5～21.8℃の間を、塩分は平成 18 年４～12 月にかけては 18.3～32.9 の間を、平

成 19 年 11～12 月にかけては 32.6～33.8 の間を推移した。 

 

（２）浮遊幼生の出現 

図２、３に各地点における全二枚貝およびアサリ浮遊幼生の出現状況をそれぞれ示した。 

各地点における全二枚貝浮遊幼生は０～275,055 個体／m3 の間を推移し、平成 18(2006)年 10

月にピ－クが観測された。平成 19(2007)年 11～12 月には、全二枚貝浮遊幼生は 1,480～11,150

個体／m3の間を推移しており、ピークは観測できなかった（図２）。なお、平成 17 年には、全

二枚貝浮遊幼生は 390～235,825 個体／m3の間を推移し、10 月にピ－クが観測された 5)。 

アサリ浮遊幼生の出現量は０～6,035 個体／m3の間を推移し、18(2006)年 10 月に最大となっ

た。平成 19(2007)年 11～12 月には、アサリ浮遊幼生は 125～2,025 個体／m3の間を推移してお

り、ピークは観測できなかった（図３）。 

平成 15(2003)年６月～平成 17(2005)年３月にかけては、アサリ浮遊幼生の出現量は０～

86,200 個体／m3の間を推移しており、４～６月にかけて 4000～10,000 個体／m3程度のピーク、

平成 16(2004)年 11 月には最大の 86,200 個体／m3のピークが観測されている 5)。平成 17(2005)

年には、アサリ浮遊幼生の出現量は 20～45,420個体／m3の間を推移し、17(2005)年６月に 2,500

個体／m3程度のピークが確認され、11 月に最大となった 4)。これらから、浦ノ内湾ではアサリ

浮遊幼生の出現のピークは春と秋の二峰型であり、秋に最大のピークを持つことがわかった。

さらに、浦ノ内湾においては他海域での既存知見（三河湾：０-9007）個体／m3、０-7,2683) 個

体／m3、有明海：０-4,7508,9) 個体／m3）と比較すると、浮遊幼生調査を開始した平成 15（2003）

年～17（2005）年にかけては毎年秋に十分な量の幼生が供給されていたと判断される。 

一方、平成 18（2006）年 10 月には全二枚貝浮遊幼生は平成 17 年と同程度のピークが見られた

が、同時期のアサリ浮遊幼生の出現量は前年の 13％程度にとどまった。この幼生出現量の減少

傾向は、天皇州北側における稚貝（５mm 目合の篩を通過した稚貝）生息密度が、平成 19（2007）

年７月にピーク（1,387 個体／m2）となったが、前年（平成 18 年 6 月時に 7,124 個体／m2）の

20％程度まで減少していた 10）ことと符合する。さらに、平成 19(2007)年調査はピーク時に調

査をできていない可能性があるが、さらに減少している可能性がある。このアサリ幼生出現量

の減少が一時的なものかどうか、平成 20（2009）年９～12 月にかけてモニタリング調査を実施

し、出現動向を把握する必要がある。 
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図２ 全二枚貝浮遊幼生の季節的変動 
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図３ アサリ浮遊幼生の季節的変動 
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